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２０２４年（令和６年）１月１１日（木曜日）（９） （創刊大正７年） （昭和２０年１２月３０日第３種郵便物認可）

高
齢
化
が
進
み
、
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
移
動
需
要
が
高
ま
る
一

方
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
。
地

域
公
共
交
通
の
維
持
に
向
け
て
、

市
は
自
動
運
転
技
術
を
活
用
し
た

移
動
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
。
９
月
に
特
定
の
条
件
下

で
無
人
運
転
が
で
き
る
「
自
動
運

転
レ
ベ
ル
４
」
の
実
現
を
支
援
す

る
国
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
。

実
証
に
小
型
バ
ス
型
の
電
気
自

動
車
を
使
用
。
自
動
運
転
の
制
御

シ
ス
テ
ム
が
組
み
込
ま
れ
、
道
路

の
形
状
を
再
現
し
た
３
Ｄ
マ
ッ
プ

の
上
を
な
ぞ
る
形
で
走
行
。
車
載

カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
が
停
車
す
る

車
や
歩
行
者
な
ど
道
路
上
の
危
険

を
感
知
す
る
と
自
動
で
減
速
し
て

停
止
す
る
。


月

〜

日
に
一
般
試
乗
会

を
開
催
。
定
員
５
人
で
１
日
５
便

運
行
し
て
８
日
間
で
２
０
０
人
の

体
験
を
見
込
ん
だ
。
降
雪
で
想
定

外
の
運
休
を
し
た
日
も
あ
っ
た

が
、
見
学
を
含
め
て
１
５
３
人
が

参
加
し
た
。

体
験
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

人
か

ら
回
答
を
得
た
。
こ
の
う
ち

％

が
「
乗
車
中
に
危
険
を
感
じ
な
か

っ
た
」
と
し
て
お
り
、
９
・
４
％

が
「
右
左
折
時
や
緊
急
停
止
時
等

に
危
険
を
感
じ
た
」
と
答
え
た
。

都
市
計
画
課
の
担
当
者
は
、
「
運

転
シ
ス
テ
ム
が
雨
の
跳
ね
返
り
や

雪
の
反
射
を
障
害
物
と
認
識
し
て

急
停
止
し
た
た
め
」
と
分
析
。
雨

天
時
は
一
部
区
間
を
除
き
手
動
運

転
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
「
手
動
運

転
が
長
か
っ
た
」
と
い
う
意
見
も

寄
せ
ら
れ
た
。

比
内
総
合
支
所
を
発
着
点
に
途

中
下
車
な
し
で
運
行
し
た
。
来
年

度
以
降
は
病
院
や
駅
、
商
業
施
設

で
乗
り
降
り
で
き
る
よ
う
な
形
を

目
指
す
と
し
て
い
る
。
同
課
の
担

当
者
は
「
通
院
時
に
使
う
な
ど
実

際
の
移
動
を
想
定
し
て
使
っ
て
も

ら
え
れ
ば
、
よ
り
実
感
も
湧
く
の

で
は
な
い
か
」
と
話
し
た
。

大
館
市
は
昨
年

月
に
扇
田
地
区
で
行
っ
た
自
動
運
転
サ

ー
ビ
ス
実
証
調
査
事
業
の
実
験
結
果
を
ま
と
め
た
。
運
転
手

付
き
の
自
動
運
転
レ
ベ
ル
２
相
当
の
車
両
が
地
区
の
一
般
道

約
４
㌔
を
一
周
し
て
実
施
。
試
乗
や
見
学
を
含
め
、
８
日
間

で
１
５
３
人
（
速
報
値
）
が
体
験
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

自
動
運
転
を
用
い
た
公
共
交
通
に
賛
成
す
る
声
が
約
９
割
を

占
め
た
が
、
雨
や
雪
の
時
に
安
全
運
行
で
き
る
か
を
不
安
視

す
る
意
見
も
あ
っ
た
。
市
は
公
道
走
行
で
認
知
度
向
上
に
努

め
な
が
ら
、
今
後
複
数
年
に
わ
た
っ
て
事
業
を
進
め
た
い
考

え
だ
。

大
館
市
の
秋
田
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校
（
後
藤
康
孝
校
長
）

に
通
う
学
生
と
教
職
員
約

人
が


日
、
大
館
ア
メ
ッ
コ
市
（
２
月


、

日
・
お
お
ま
ち
ハ
チ
公
通

り
）の
ジ
ャ
ン
ボ
枝
ア
メ
作
り
に

挑
戦
し
た
。地
域
の
風
物
詩
に
理

解
を
深
め
、
本
を
完
成
さ
せ
た
。

ジ
ャ
ン
ボ
枝
ア
メ
は
ミ
ズ
キ
の

枝
に
縁
起
札
と
黄
や
緑
、
ピ
ン
ク

の
３
色
の
ア
メ
玉
約
４
０
０
個
を

結
び
付
け
た
も
の
。
会
場
や
公
共

施
設
に
計

本
を
設
置
す
る
計
画

で
、
同
校
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で


本
を
引
き
受
け
た
。

体
育
館
で
飾
り
付
け
が
行
わ

れ
、
学
生
た
ち
が
約
２
時
間
、
ア

メ
玉
を
金
色
の
ひ
も
で
一
つ
ず
つ

丁
寧
に
結
ん
だ
。
両
手
で
木
の
幹

を
持
ち
上
げ
て
い
る
間
に
、
縁
起

札
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
グ

ル
ー
プ
も
い
て
協
力
し
合
っ
て
い

た
。秋

田
市
出
身
の
奈
良
岡
海
誠
さ

ん
（
１
年
）
は
中
学
時
代
に
１
年

余
り
大
館
に
住
ん
だ
経
験
が
あ

り
、
「
ア
メ
ッ
コ
市
は
寒
く
て
人

が
多
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

る
。
懐
か
し
い
」。作
業
を
通
し
て

「
枝
ア
メ
が
こ
う
し
て
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
て
う
れ

し
い
」
と
話
し
た
。

ア
メ
ッ
コ
市
は
１
５
８
８
（
天

正

）
年
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、

「
こ
の
日
に
ア
メ
を
食
べ
る
と
風

邪
を
ひ
か
な
い
」
と
い
う
言
い
伝

え
が
残
る
。

■能登半島地震 義援金受け付け

日赤大館 日本赤十字社県支部大館市

地区（地区長・福原淳嗣市長）は、能

登半島地震の被災者支援として義援金

を市役所など６カ所で受け付けてい

る。月日まで。

市役所市民課（１階）、福祉課（２階）、

比内・田代両総合支所市民生活係、市

民サービスセンター（いとく大館ショ

ッピングセンター内）、中央公民館窓口

に募金箱を設置。寄せられた義援金は

被災地に設置される配分委員会を通じ

て、被災者へ分配される。

問い合わせは福祉課（☎０１８６・

・８１００）。

■県ソフト大賞募集 小・中学生の

夢のアイデアを 日まで 県情報産

業協会（江畑佳明会長）は第回県ソ

フト大賞への応募を呼びかけている。

締め切りは日。

県内の小中学生が対象。北鹿新聞社

など後援。

課題は「未来�夢のアイデア」。未来
の生活の中で実現したい夢、希望な

ど。募集用紙にイラストや図面、説明

文を自由に書く。

２月上旬に審査会を開き、最優秀賞

（１点）や優秀賞（５点）、入賞（点）、

特別賞を選考し、中旬以降に協会のフ

ェイスブック上で発表する。賞状や副

賞を２月末以降、学校へ届ける。

応募先は県産業技術センター内の同

協会（〒０１０＝１６２３、秋田市新

屋町字砂奴寄４の、☎・℻０１８・

８６２・９８２０）。

石
澤

倫
子

久
び
さ
に
ド
ン
ブ
ク
を
出
し
身
を
包
む

実証試験で公道を走る自動運転車両（大館市

比内町扇田）

立てたミズキの枝に縁起札を結ぶ学生たち

（秋田職能短大）

畠沢部長から顕彰状を受け取る山内さん

（大館市大茂内）

６
日
間
で
153
人
試
乗

自動運転の実証実験

大

館

市

扇
田
で
実
施

地
域
の
足
へ
期
待
の
声

「
危
険
感
じ
な
か
っ
た
」８
割

山
内
さ
ん

の
100
歳
を
祝
う

大
館
市

顕
彰
状
に「
あ
り
が
と
う
」

ジャンボ枝アメ華やかに
学生ら20本飾り付け秋田職能

短 大


